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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板の上に、電極パターン層、反射型表示材料層、光透過性電極層、透明樹脂膜、カラ
ーフィルタ層を順次積層して形成されるカラー反射型表示装置パネルを備えたカラー反射
型表示装置であって、
　前記反射型表示材料層から前記カラーフィルタ層までの距離をＣ（μｍ）とし、前記カ
ラーフィルタ層のインク定着画素間の距離をＤ（μｍ）とし、
　（０．５４×Ｃ）－１５が負の値でない場合に、（０．５４×Ｃ）－１５≦Ｄ≦（０．
５４×Ｃ）の条件を満たし、
　（０．５４×Ｃ）－１５が負の値の場合に、０＜Ｄ≦（０．５４×Ｃ）の条件を満たす
、ことを特徴とする、カラー反射型表示装置。
【請求項２】
　前記カラー反射型表示装置パネルのサイズは、２１０ｍｍ×２９７ｍｍ以下であること
を特徴とする、請求項１のカラー反射型表示装置。
【請求項３】
　前記反射型表示材料層から前記カラーフィルタ層までの距離Ｃは、１０μｍ以上、１５
０μｍ以下であることを特徴とする、請求項１のカラー反射型表示装置。
【請求項４】
　基板の上に、電極パターン層、反射型表示材料層、光透過性電極層、透明樹脂膜、カラ
ーフィルタ層を順次積層するカラー反射型表示装置パネルを備えたカラー反射型表示装置
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の製造方法において、
　前記反射型表示材料層から前記カラーフィルタ層までの距離をＣ（μｍ）とし、前記カ
ラーフィルタ層のインク定着画素間の距離をＤ（μｍ）とし、
　（０．５４×Ｃ）－１５が負の値でない場合に、（０．５４×Ｃ）－１５≦Ｄ≦（０．
５４×Ｃ）の条件を満たし、
　（０．５４×Ｃ）－１５が負の値の場合に、０＜Ｄ≦（０．５４×Ｃ）の条件を満たす
、ことを特徴とする、カラー反射型表示装置の製造方法。
【請求項５】
　前記カラー反射型表示装置パネルのサイズは、２１０ｍｍ×２９７ｍｍ以下であること
を特徴とする、請求項４の製造方法。
【請求項６】
　前記反射型表示材料層から前記カラーフィルタ層までの距離Ｃは、１０μｍ以上、１５
０μｍ以下であることを特徴とする、請求項４の製造方法。
【請求項７】
　前記透明樹脂膜の上に、インクジェット法を用いてインク定着層を形成し、
　前記インク定着層の上に、前記カラーフィルタ層を形成することを特徴とする請求項４
の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光の使用効率が向上するカラー反射型表示装置及びその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、電子情報ネットワークの普及に伴い、電子書籍に代表される電子出版が利用され
ている。この電子出版及び電子情報を表示する装置としては、一般的に自発光型又はバッ
クライト型の表示装置が用いられる。しかしながら、これらの表示装置は紙に印刷した媒
体に比べ、人間工学的理由から長時間使用すると疲労を招きやすい。また、これらの表示
装置は、消費電力が大きく、電池駆動の場合には表示時間が制限される。それらの欠点に
対し、電子ペーパーに代表される反射型表示装置は、紙に近い感覚で文字を読む事ができ
るため、観察者の疲労を軽減できる。また、反射型表示装置は、屋外で日光又はライトが
当たる場所で表示性能を発揮するため、屋外看板としての利用に適している。また、反射
型表示装置は、消費電力も小さく長時間駆動が可能である。反射型表示装置は、画面の書
き替えを除き、電力を消費しないため、電子看板又は電子値札などの用途にも使われる。
このような実情により、反射型表示装置の開発が進められている。
【０００３】
　反射型表示装置において、電子書籍の文字情報だけであれば、白黒表示で充分である。
しかしながら、書籍の挿絵、広告、看板、アイキャッチ効果を高める表示、画像、カタロ
グ等を表示する場合には、反射型表示装置のカラー表示は欠かせない技術であり、表示コ
ンテンツのカラー化に伴い、ニーズも高まっている。そこで、カラー反射型表示装置とし
て、以下の技術が提案されている。
【０００４】
　反射型表示装置のカラー化のために、電気泳動粒子を分散して封入するマイクロカプセ
ルであり、赤、緑、青を表示する複数種類のマイクロカプセルを用いる手法が提案されて
いる（例えば、特許第４５６８４２９号公報（文献１）、特許第４２０７４４８号公報（
文献２））。
【０００５】
　また、反射型表示装置のカラー化のために、反射型表示装置にカラーフィルタを用いる
方法が提案されている。反射型表示材料層としては、例えば、電子移動粒子を分散媒中に
分散した分散液を封入したマイクロカプセルをバインダー樹脂で固定した電気泳動表示層
など、いくつかのタイプが知られている。下記の（ａ）から（ｅ）は、既知の反射型表示
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材料層を用いた表示装置の一例である（例えば、特許第４６５１９９２号公報（文献３）
）。
【０００６】
（ａ）回転する二色部材表示装置
（ｂ）エレクトロクロミック表示装置
（ｃ）エレクトロウエッティング表示装置
（ｄ）電気泳動表示装置
（ｅ）電子粉流体表示装置
　カラーフィルタを用いる反射型表示装置において、カラーフィルタの画素と画素の間隔
は１～２０μｍが好ましい（例えば、特許第４４１５５２５号公報（文献４））。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記の文献１，２のような方法、すなわち電気泳動粒子を分散して封入しており、赤、
緑、青を表示する複数種類のマイクロカプセルを用いる方法において、異なる種類のマイ
クロカプセルをそれぞれＲ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）に対応した電極エリアに精度よく
配置することは困難である。
【０００８】
　上記の文献３のカラーフィルタを用いる方法では、隣接する電極からの漏れ電場によっ
て表示媒体の状態が変化する幅を上限として、カラーフィルタパターンの間に間隔をあけ
ても、光抜けが生ずることがなく、高いコントラストが得られると記載されている。電極
からの漏れ電場によって表示媒体の状態が変化する幅は２０μｍと記載されている。上記
の文献４では、着色画素間隔は、１～２０μｍが好ましいと記載されている。この着色画
素間隔は、カラー反射型表示装置の画素を正面から見た場合の値であり、視差の影響を無
視した場合においてのみ有効な値である。
【０００９】
　しかし、カラー反射型表示装置のパネル（ディスプレイ）を角度を変えて見た場合、視
差の影響から、隣の画素の色が見えてしまう場合がある。これは、カラーフィルタ層とマ
イクロカプセル層との間に透明電極層が存在し、カラーフィルタ層とマイクロカプセル層
との間に距離があるために起きる。
【００１０】
　この問題を解決するために、着色画素の間隔を開けすぎると、電極パターンである白表
示の面積に対する着色画素の面積が小さくなるために、白抜けが生じたり、色が薄くなる
等の問題がある。また、色を濃くすると着色画素の光の透過率が落ちるため、逆に光の透
過が非効率になる場合がある。このため、効率的な着色画素の配置位置が求められている
。
【００１１】
　本発明は、上記実情を鑑みてなされたものであり、視差の影響を考慮し、光の使用効率
が向上するカラー反射型表示装置及びその製造方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　各態様において、カラー反射型表示装置は、基板の上に、電極パターン層、反射型表示
材料層、光透過性電極層、透明樹脂膜、カラーフィルタ層を順次積層して形成される。
【００１３】
　第１の態様のカラー反射型表示装置は、反射型表示材料層からカラーフィルタ層までの
距離をＣ（μｍ）とし、カラーフィルタ層のインク定着画素間の距離をＤ（μｍ）とし、
（０．５４×Ｃ）－１５が負の値でない場合に、（０．５４×Ｃ）－１５≦Ｄ≦（０．５
４×Ｃ）の条件を満たし、（０．５４×Ｃ）－１５が負の値の場合に、０＜Ｄ≦（０．５
４×Ｃ）の条件を満たす。
【００１４】
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　第１の態様において、カラー反射型表示装置パネルのサイズは、２１０ｍｍ×２９７ｍ
ｍ以下としてもよい。
【００１７】
　第３の態様のカラー反射型表示装置の製造方法は、反射型表示材料層からカラーフィル
タ層までの距離をＣ（μｍ）とし、カラーフィルタ層のインク定着画素間の距離をＤ（μ
ｍ）とし、（０．５４×Ｃ）－１５が負の値でない場合に、（０．５４×Ｃ）－１５≦Ｄ
≦（０．５４×Ｃ）の条件を満たし、（０．５４×Ｃ）－１５が負の値の場合に、０＜Ｄ
≦（０．５４×Ｃ）の条件を満たす。
【００１８】
　第３の態様において、カラー反射型表示装置パネルのサイズは、２１０ｍｍ×２９７ｍ
ｍ以下としてもよい。
【００２２】
　上記の各態様において、透明樹脂膜の上に、インクジェット法を用いてインク定着層を
形成し、インク定着層の上に、カラーフィルタ層を形成するとしてもよい。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明の態様においては、カラー反射型表示装置パネルにおける視差によって起きる非
効率な反射による光の使用率の損失を抑制し、光の使用効率が向上するカラー反射表示装
置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】図１は、第１の実施形態に係るカラー反射型表示装置の一例を示す断面図である
。
【図２】図２は、第１の実施形態に係るカラー反射型表装置のパネルを観察者が見る場合
におけるパネルと観察者の目との距離の一例を示す図である。
【図３】図３は、パネルにおける画素間隔が狭く光が減衰する状態の一例と、画素間隔が
適正で光が高効率な状態の一例とを示す断面図である。
【図４】図４は、第１の実施形態に係るカラーフィルタ印刷装置の一例を示す斜視図であ
る。
【図５】図５は、第１の実施形態におけるインクジェット法による画素作製の一例を示す
説明図である。
【図６】図６は、第１の実施形態におけるインクジェットヘッドの傾きと電極パターンの
間隔との関係の一例を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
（第１の実施形態）
　以下、本実施形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００２６】
　図１は、本実施形態に係るカラー反射型表示装置の構成を示す断面図である。一般に、
反射型表示装置と呼ばれる電子泳動表示装置の作製方法が、例えば特許第２５５１７８３
号公報に記載されている。この特許第２５５１７８３号公報では、少なくとも片面が光透
過型である対向電極板の間に、電子泳動粒子を含む分散系を封入し、対向電極の間に印加
された表示制御用電圧によって光学的反射特性に変化を与え、所要の表示を行う電子泳動
表示装置が記載されている。
【００２７】
　図１において、カラー反射型表示装置は、基板の上に、電極パターン層２、接着材層３
、マイクロカプセル５を備えるマイクロカプセル層４、光透過性電極層（透明電極）６、
透明樹脂膜７、インク定着層８、カラーフィルタ層９、保護膜１０がこの順で積層される
。カラー反射型表示装置の一例として、カラー電子ペーパーがある。
【００２８】
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　基板１は、例えば透明なガラス基板である。基板１の上に電極パターン層２及び接着剤
層３が順次形成され、接着剤層３の上に反射型表示材料層（電気泳動表示層）であるマイ
クロカプセル層４が積層される。マイクロカプセル層４は、マイクロカプセル５を、バイ
ンダー樹脂により固定することで形成される。マイクロカプセル５は、マイクロカプセル
殻内に電気極性の異なる粒子（白と黒の電子流動粒子）を透明な分散液中に分散して形成
される。マイクロカプセル層４の上には、光透過性電極層６、透明樹脂膜７、インク定着
層８、カラーフィルタ層９が順次積層される。カラーフィルタ層９の上には、保護膜１０
が形成される。
【００２９】
　本実施形態に係るカラー反射型表示装置は、モノクロの反射型表示装置の電極層の上に
、カラーフィルタ層９が形成された構成を持つ。より好ましくは、インク定着層８が付与
され、インクジェット法によりカラーフィルタ層９が形成される。
【００３０】
　上記インク定着層８として、例えば特許第３９６７８４１号公報に記載のインクジェッ
ト記録媒体、例えば特開２００８－２７２９７２号公報に記載のインクジェットプリンタ
用記録媒体が用いられる。インク定着層８は、透明度が高いことが好ましい。また、上記
特許第３９６７８４１号公報に記載されているような、多孔質構造のインクジェット用受
像材料が、インク定着層８として使用されてもよい。インク定着層８の材料として、透明
であること、受像したインクの変色及び褪色がないこと、諸耐性があることなどの性能が
要求され、例えば、ポリビニルブチラール、ポリビニルアセテートなどのビニル樹脂が用
いられる。
【００３１】
　インク定着層８の材料は、例えば、塗布装置で乾燥後の厚さが３～１０μｍになるよう
に塗布される。塗布装置としては、例えば、ダイコータ、スピンコータ、バーコータ等が
用いられる。ただし、塗布方法は、これらの方法に限定されない。
【００３２】
　インク定着層８の材料を、塗布後に、熱、真空、ＵＶ照射等の方法により固化すること
により、インク定着層８が形成される。
【００３３】
　本実施形態においては、インクジェット法により、電極配線をパターニングした基板１
に合わせて、任意のパターンの塗布が実施される。本発明者は以下の方法によって最適な
着色画素間隔を算出できることを見出した。
【００３４】
　図２は、カラー反射型表示装置のカラー反射型表示装置パネル（以下、単にパネルとい
う）１１と観察者（人間）の目１２との距離Ａの一例を示している。パネル１１と観察者
の目１２との距離Ａは、持ち運ぶタイプの反射型表示装置の場合、例えば電子書籍を読む
時にはおよそ５００ｍｍ程度と設定される。このパネル１１と観察者の目１２との距離Ａ
は、用途に応じて変更される。また、看板又は広告などのようにパネル１１が固定されて
いる場合には、パネル１１と観察者の目１２との距離Ａは、１ｍ以上離れている場合もあ
る。
【００３５】
　パネル１１の大きさは用途に応じて選択される。パネル１１が持ち運ぶ可能なタイプの
場合、パネル１１の大きさは、例えば、文庫サイズ（１２０ｍｍ×１８０ｍｍ）からＡ４
サイズ（２１０ｍｍ×２９７ｍｍ）などでもよい。パネル１１は、例えば、設置されるタ
イプの場合に、又は、看板又は広告の場合に、大型になる。このように、パネル１１のサ
イズは多種多様である。
【００３６】
　本実施形態に係るパネル１１の大きさは、２１０ｍｍ×２９７ｍｍ以下であることを想
定する。
【００３７】
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　本実施形態において、パネル１１の一端と他端との間の長さをＢとする。本実施形態に
おいては、パネル１１の長辺の長さをＢとして説明するが、Ｂはパネル１１の長辺ではな
い他の長さを表すとしてもよい。パネル１１は長方形又は正方形ではない場合であっても
以下のカラー反射型表示装置及びその製造方法は利用可能である。
【００３８】
　本実施形態において、Ｃは、マイクロカプセル層４からカラーフィルタ層までの距離（
厚さ）に対応する。
【００３９】
　反射型表示装置は、部材の一つとして、光透過性電極層６を備える。光透過性電極層６
の上に、透明樹脂膜７が形成される。光透過性電極層６の厚さは、透明樹脂膜７の厚さよ
りも極めて小さい。したがって、透明樹脂膜７の厚さはほぼＣと同じになる。このため、
マイクロカプセル層４からカラーフィルタ層までの距離Ｃを、透明樹脂膜７の厚さで近似
してもよい。本実施形態においては、透明樹脂膜７にインク定着層８が形成されている。
このため、Ｃは、透明樹脂膜７の厚さと透明樹脂膜７に形成されるインク定着層８の厚さ
とを足した値としてもよい。インク定着層８は、透明樹脂膜７に形成されても形成されな
くてもよく、インク定着層８を形成していない場合には、透明樹脂膜７の厚さＣは、イン
ク定着層８の厚さを含まない。光透過性電極層６の厚さは、透明樹脂膜７及びインク定着
層８の厚さに比べて十分に小さいため、Ｃに含まれなくてもよいが、Ｃに光透過性電極層
６の厚さを含めてもよい。
【００４０】
　パネル１１の画面を正面から見た時に、視差が生じる位置は、パネル１１への角度が大
きい場所であり、例えば長辺方向の端となる。パネル１１の端への角度α、すなわち、観
察者の目１２からパネル１１の中心を見た時と長辺方向の端を見た時との角度αは、
　ｔａｎα＝（（Ｂ／２）／Ａ）…式（１）
となる。
【００４１】
　カラーフィルタ層９を通過した光は、図３に示すように、光透過性電極層６を形成する
透明樹脂膜７を通過し、電子流動粒子を封入しているマイクロカプセル層４に到達する。
電極の駆動により、マイクロカプセル５内の白と黒の電子流動粒子が動き、着色画素位置
にそれぞれ対応するマイクロカプセル５の色が切り替わる。パネル１１へ入射される光に
入射光角度αがあると、着色画素を通過した光が、必ずしも通過した着色画素に対応する
マイクロカプセル層４に到達しない場合がある。
【００４２】
　図３は、パネル１１の要部、すなわち、マイクロカプセル層４、カラーフィルタ層９、
透明電極を形成する透明樹脂膜７の構成を示している。図３（ａ）は画素間隔Ｄが狭く、
光が減衰する場合の説明図である。図３（ｂ）は画素間隔Ｄが適正で、光が高効率となる
場合の説明図である。図３（ａ）及び図３（ｂ）において、マイクロカプセル層４のマイ
クロカプセル５Ｂはカラーフィルタ層９の青の着色画素９Ｂに対応し、マイクロカプセル
５Ｒは赤の着色画素９Ｒに対応する。
【００４３】
　上記図３（ａ）及び図３（ｂ）において、青色を表示するときは、赤色（Ｒ）に対応し
たマイクロカプセル５Ｒは黒、隣接する青色（Ｂ）に対応したマイクロカプセル５Ｂは白
に駆動される。図３（ａ）に示すように、画素間隔Ｄが狭い場合、入射角度αで入射した
光１５は、青色の着色画素９Ｂを通過し、青色に対応したマイクロカプセル５Ｂにて反射
し、赤色の着色画素９Ｒを通過して戻ってくる。その際、入射角度αで入射した光１５は
、異なる２つの着色画素９Ｂ、９Ｒを通過するために減衰する。
【００４４】
　しかし、着色画素９Ｂ、９Ｒの間隔Ｄが
　Ｃ×２×ｔａｎα…式（２）
より大きい場合は、青色の着色画素９Ｂを通過した光は赤色のマイクロカプセル５Ｒに到
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達しない。
【００４５】
　ここで、式（２）に上記式（１）「ｔａｎα＝（（Ｂ／２）／Ａ）」を代入すると、
　Ｄ＝Ｂ×Ｃ÷Ａ…式（３）
が得られる。
【００４６】
　よって、図３（ｂ）に示すように、電極配線パターン間隔から「Ｄ／２」狭いエリアに
着色画素９Ｂ、９Ｒを形成することで、入射角度αで入射した光１５に対しても異なる着
色画素を通過させないことが可能となり、高効率なカラーフィルタパターンが形成される
。
【００４７】
　また、発明者は、画素間隔Ｄが式（３）で示された値から「－１５μｍ」までの間隔で
あれば、大きな光の減衰のないカラーフィルタを得られることも見出した。これは、パネ
ル１１の中心付近においては視差αが小さいためであると考えられる。
【００４８】
　次に、距離Ａは、観察者が一般的にパネル１１の観察する視野の広さから算出すること
ができる。パネル１１の観察視野の角度は、一般的に、およそ３０度前後と推定される。
ここで、観察者がパネル１１を正面から観察した場合、距離Ａは、
　Ａ＝Ｂ／（２ｔａｎ（３０°／２））＝Ｂ／０．５４…式（４）
と表される。
【００４９】
　したがって、パネル１１のサイズが２１０ｍｍ×２９７ｍｍ以下の場合、上記の式（３
）「Ｄ＝Ｂ×Ｃ÷Ａ」に式（４）を代入し、
　（０．５４×Ｃ）－１５≦Ｄ≦（０．５４×Ｃ）…式（５）
を得ることができる。
【００５０】
　なお、この式（５）は、（０．５４×Ｃ）－１５が負の値でない場合である。
【００５１】
　（０．５４×Ｃ）－１５が負の値の場合には、
　０＜Ｄ≦（０．５４×Ｃ）…式（６）
が用いられる。
【００５２】
　次に、本実施形態に係るインクジェット塗布装置の一例について、図４を参照して説明
する。
【００５３】
　図４は、本実施形態に係るカラー反射型表示装置の製造方法におけるインクジェット塗
布装置２０の構成の一例を示す斜視図である。インクジェット塗布装置２０は、搬送ステ
ージ２１、インクジェットヘッドユニット２５を備える。
【００５４】
　搬送ステージ２１は、カラー反射型表示装置の基板１を載せて１方向に精度良く搬送す
る。
【００５５】
　インクジェットヘッドユニット２５は、基板１に塗布するためのインクジェットインク
が供給されたインクジェットヘッド２２を備える。インクジェットヘッドユニット２５は
、インクジェットヘッド２２を、搬送ステージ２１の上の基板１から一定高さに保持し、
インクジェットヘッド２２を、搬送方向に直交移動可能な装置である。
【００５６】
　インクジェットヘッド２２は、インクを吐出する複数のノズルを備える。複数のノズル
は、インクジェットヘッド２２をカラーフィルタ層９の着色画素パターン（以下、単に画
素パターンとする）に対して相対的に走査する走査方向に対して、所定の等間隔になるよ
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うに配置される。
【００５７】
　インクジェット塗布装置２０は、さらに、インクジェットヘッド２２にインクを供給す
るインクタンク２６、インクジェットヘッド２２のノズルからインクジェットインクを吐
出制御するためのインクジェットヘッド制御盤２７、基板１に塗布されたインクを乾燥す
るための乾燥部２８を備える。
【００５８】
　上記のインクジェット塗布装置２０において、インクジェットヘッド２２のノズルから
基板１までの距離を３００μｍ～２０００μｍとすることによって、インクを基板１へ精
度よく塗布することができる。インクジェットヘッド２２のノズルから基板１までの距離
が３００μｍ以下の場合には、インクジェットヘッド２２と基板１が接触する危険性が高
まる。インクジェットヘッド２２のノズルから基板１までの距離が２０００μｍ以上の場
合には、吐出飛行曲がり（ミスディレクション）が発生し易い。
【００５９】
　インクジェット塗布装置２０は、インクジェットヘッド２２のノズルの吐出性を回復す
るためのメンテナンス機構３０を備える。このメンテナンス機構３０は、ノズル面をウエ
ス又はフィルム等でワイピングし、又は、液を吐出するためのポット等を備える。メンテ
ナンス機構３０としては、一般的なインクジェットヘッド２２のメンテナンス機構を利用
可能である。
【００６０】
　インクジェット塗布装置２０は、基板１の画素パターンの位置を決めるために、アライ
メント用カメラと画像処理ユニットを備えることが好ましい。
【００６１】
　本実施形態においては、図４に示したインクジェット塗布装置２０を用い、複数のノズ
ルを備えたインクジェットヘッド２２を画素パターンに対して相対的に走査し、基板１の
インク定着層８が設けられた面に対し、インクジェットインクを吐出及び供給し、インク
定着層の８上にインクジェットインク層、すなわちカラーフィルタ層９を形成する。なお
、本実施形態においては、複数のノズルを備えたインクジェットヘッド２２を前記画素パ
ターンに対して相対的に走査する。この場合、基板１側を移動させてもよいし、インクジ
ェットヘッド２２側を移動させてもよい。また、基板１とインクジェットヘッド２２の両
方を移動させてもよい。
【００６２】
　本実施形態において、画素形状は、四角形状に近づける。このため、本実施形態に応じ
た画素を形成するためのインクジェット吐出配列が適用される。すなわち、画素サイズ、
液滴と着弾面積との関係に基づいて、高精細な吐出配列パターンが作製されることが好ま
しい。図５に画素形状と吐出配列パターンの説明図を示す。図５（ａ）に示すように、イ
ンク液滴着弾部４０を連続して塗出し、長穴状の画素が作製される。図５（ｂ）に示され
る各インク液滴４１の間隔Ｆが長い場合、図５（ａ）に示すように窪んだ形になり、間隔
が短い場合、図５（ｃ）に示すように中央部が膨らんだ形になる。したがって、液滴径と
間隔Ｆとを調整し、縦に直線になる形状が作製されることが好ましい。さらに、図５（ｄ
）に示すように、長穴形状を任意の本数横に並べる形を作り、所定の画素着色部５０が形
成される。
【００６３】
　本実施形態に係る画素パターンの製造方法においては、図４に示すインクジェットヘッ
ド２２の隣り合うノズルの距離のうちのインクジェットヘッド２２の主走査方向に垂直な
成分を、カラー反射型表示装置の同じ色を形成する隣り合う画素と画素との距離のうちの
インクジェットヘッド２２の主走査方向に垂直な成分の整数分の１となるように、インク
ジェットヘッド２２の向きは配置され、画素パターンにインクジェットインクが吐出及び
供給されることが好ましい。
【００６４】
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　また、例えば、インクジェットヘッド２２は、主走査方向に傾けて配置されることが好
ましい。
【００６５】
　図６にインクジェットヘッド２２を傾けたときのノズルピッチの説明図を示す。図６に
おいて、参照番号６０はインクジェットヘッド２２のノズル面を示す。参照番号６１は、
ノズルを示す。インクジェットヘッド２２のノズル６１の列は、インク定着層８に向かう
方向に配置される。ノズル６１の列とカラー反射型表示装置の基板１とは、相対的に走査
される。この場合、インクジェットヘッド２２のノズル間隔のうちのインクジェットヘッ
ド２２の走査方向に直交する成分を、カラー反射型表示装置の隣り合う同じ色を着色すべ
き各画素５１間の距離のうちのインクジェットヘッド２２の走査方向に直交する成分の整
数分の１となるように、インクジェットヘッド２２が傾けて配置される。例えば、インク
ジェットヘッド２２の配列において、インクジェットヘッド２２のノズル６１が並んだ列
、すなわちノズル配列の軸が、カラー反射型表示装置の基板１の搬送方向に対して任意の
角度θで傾けられる。ノズル配列軸を傾けることにより、ノズルピッチを調整することが
できる。ノズル配列軸を傾けていない場合のノズルピッチをＧとすると、ノズル配列軸が
角度θで傾けられることにより、ノズルピッチは、「Ｇ×ｃｏｓθ」となる。同じ色を着
色すべき各画素５１間のピッチＨが決まっている場合、そのピッチＨにノズルピッチを合
わせるために、「ｃｏｓθ＝Ｈ÷Ｇ」としてθを求めることができる。
【００６６】
　画素５１間のピッチＨがノズルピッチＧより大きい場合、一つノズルを飛ばして、「ｃ
ｏｓθ＝Ｈ÷２Ｇ」としてθを求めてもよい。本実施形態においては、例えば、多相分割
駆動のインクジェットヘッドが用いられる。多相分割駆動のインクジェットヘッドは、周
期性を持つ複数の相がその相毎に分割されて駆動する。多相分割駆動のインクジェットヘ
ッドが用いられる場合、ノズル６１の位置に応じてノズル６１からインクジェットインク
を吐出して供給する工程において、複数の相のうちの１相以上の特定相が割り当てられる
。この場合、同じ相のノズルピッチをＧとする。画素５１がノズル６１の下を通過するタ
イミングに合わせて、インクジェットヘッド２２は、制御された微少ドロップの吐出動作
を実施する。ノズル６１から吐出された液滴は、画素５１に塗布される。
【００６７】
　別の実施形態として、独立ノズル制御のインクジェットヘッドが用いられてもよい。独
立ノズル制御では、ノズル個々の吐出タイミングが走査方向の速度と時間に合わされる。
吐出動作は、独立ノズル制御にしたがって実施される。
【００６８】
　本実施形態に係るカラー反射型表示装置の製造方法においては、インクジェットヘッド
２２は多相分割駆動としている。この多相分割駆動によって複数のノズル６１は周期性を
持つ複数の相に割り当てられており、ノズル６１からインクジェットインクを吐出して供
給する工程は、複数の相のうちの一部の特定相に限定して行われる。これに対して、独立
ノズル制御可能なインクジェットヘッドが用いられる場合、相は一つであることから、全
てのノズルが使用可能である。本実施形態においては、ヘッドの種類については限定され
ず、任意のヘッドを使用可能である。
【００６９】
　本実施形態において、着色インクの材料は、例えば、着色顔料、樹脂、分散剤、溶媒と
してもよい。着色インクは、フッ素を含み、撥液性を持つとしてもよい。インクの顔料は
赤色、緑色、青色の３種類を使うことが好ましいが、いずれかの１種類又は２種類でもよ
く、黄色、水色、紫色を用いてもよい。また、色の組み合わせは限定されない。
【００７０】
　着色剤として使用される顔料として、例えば、Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｒｅｄ９、１９、３８
、４３、９７、１２２、１２３、１４４、１４９、１６６、１６８、１７７、１７９、１
８０、１９２、２１５、２１６、２０８、２１６、２１７、２２０、２２３、２２４、２
２６、２２７、２２８、２４０、Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｂｌｕｅ １５、１５：６、１６、２２
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、２９、６０、６４、Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｇｒｅｅｎ７、３６、Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｒｅｄ ２
０、２４、８６、８１、８３、９３、１０８、１０９、１１０、１１７、１２５、１３７
、１３８、１３９、１４７、１４８、１５３、１５４、１６６、１６８、１８５、 Ｐｉ
ｇｍｅｎｔ Ｏｒａｎｇｅ３６、 Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｖｉｏｌｅｔ２３などが用いられる。
しかしながら、顔料は、これらに限定されるものではない。これらの顔料は、要望の色相
を得るために、２種類以上を混合して用いられてもよい。
【００７１】
　着色インクの材料の樹脂としては、カゼイン、ゼラチン、ポリビニールアルコール、カ
ルボキシメチルアセタール、ポリイミド樹脂、アクリル樹脂、エポキシ樹脂、メラニン樹
脂などが用いられ、色素との関係に基づいて適宜選択されるとしてもよい。耐熱性又は耐
光性が要求される場合には、着色インクの樹脂としてアクリル樹脂が好ましい。
【００７２】
　樹脂への色素の分散を向上させるために、分散剤が用いられてもよく、分散剤としての
非イオン性界面活性剤として、例えば、ポリオキシエチレンアルキルエーテルなどが用い
られてもよい。分散剤としてのイオン性界面活性剤として、例えば、アルキルベンゼンス
ルホン酸ナトリウム、ポリ脂肪酸塩、脂肪酸塩アルキルリン酸塩、テトラアルキルアンモ
ニウム塩などが用いられてもよい。その他に、分散剤として、有機顔料誘導体、ポリエス
テルなどが用いられてもよい。分散剤は、一種類が単独で使用されてもよく、又は、二種
類以上が混合されて使用されてもよい。
【００７３】
　着色インクに使用される溶剤種は、インクジェット印刷における適性の表面張力範囲３
５ｍＮ／ｍ以下で、且つ、沸点が１３０℃以上であることが好ましい。表面張力が３５ｍ
Ｎ／ｍ以上の場合には、インクジェット吐出時のドット形状の安定性に著しい悪影響を及
ぼし、沸点が１３０℃以下の場合には、ノズル近傍での乾燥性が著しく高くなり、その結
果、ノズル詰まり等の不良発生を招くため、好ましくない。具体的には、溶剤として、２
－メトキシエタノール、２－エトキシエタノール、２－ブトキシエタノール、２－エトキ
シエチルアセテート、２－ブトキシエチルアセテート、２－メトキシエチルアセテート、
２－エトキシエチルエーテル、２－（２－エトキシエトキシ）エタノール、２－（２－ブ
トキシエトキシ）エタノール、２－（２－エトキシエトキシ）エチルアセテート、２－（
２－ブトキシエトキシ）エチルアセテート、２－フェノキシエタノール、ジエチレングリ
コールジメチルエーテルなどが用いられるとしてもよいが、これらに限定されず、上記要
件を満たす溶剤であれば適用可能である。必要に応じて２種類以上の溶剤が混合されて使
用されてもよい。
【００７４】
　図１に示すように、インクは、カラー反射型表示装置のインク定着層８に塗布された後
、乾燥、固化される。乾燥装置、及び／又は、固化装置は、加熱、送風、減圧、光照射、
電子線照射のうちのいずれかの方法、又は、それらの２種類以上の組み合わせを行う。
【００７５】
　インクが乾燥、固化された後、カラーフィルタ層９の保護のために、保護膜１０が形成
される。カラーフィルタ層９の保護膜１０を形成するために、着色パターン表面に、例え
ば、ポリアミド、ポリイミド、ポリウレタン、ポリカーボネート、アクリル系、シリコー
ン系等のような有機樹脂が、又は、Ｓｉ３Ｎ４、ＳｉＯ２、ＳｉＯ、Ａｌ２Ｏ３、Ｔａ２

Ｏ３等のような無機膜が、例えば、スピンコート、ロールコート、又は、印刷法などの塗
布法で、又は、蒸着法によって、保護層として形成されてもよい。
【００７６】
　本実施形態に係るカラー反射型表示装置においては、パネル１１における視差によって
起きる非効率な反射による光の使用率の損失を抑え、光の使用効率が向上する。
【００７７】
　本実施形態においては、インクジェット法によりカラーフィルタ層９が形成される場合
について説明している。しかしながら、着色画素を高効率に形成する方法として、フォト
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リソグラフィー法、インク転写法などのような他のカラーフィルタ形成方法が用いられて
もよい。
【００７８】
（第２の実施形態）
　本実施形態においては、インク定着画素間の距離Ｄの他の算出方法について説明する。
【００７９】
　例えば、光透過性電極層の厚さをＣ（μｍ）とする。パネル１１の長辺長さをＢ（ｍｍ
）とする。カラーフィルタ層９のインク定着画素間の距離をＤとする。パネル１１と観察
者との間の距離をＡ（ｍｍ）とする。
【００８０】
　この場合、インク定着画素間の距離Ｄは、
　（Ｂ×Ｃ÷Ａ）－１５≦Ｄ≦（Ｂ×Ｃ÷Ａ）…式（６）
の条件を満たすように形成される。
【００８１】
　例えば、パネル１１のサイズが２１０ｍｍ×２９７ｍｍサイズ以下であり、Ａが５００
ｍｍの場合、インク定着画素間の距離Ｄは、下記の式（７）で求められる。
【００８２】
　（Ｂ×Ｃ÷５００）－１５≦Ｄ≦（Ｂ×Ｃ÷５００）…式（７）
　例えば、パネル１１のサイズが２１０ｍｍ×２９７ｍｍサイズより大きく、Ａが１００
０ｍｍの場合、インク定着画素間の距離Ｄは、下記の式（８）で求められる。
【００８３】
　（Ｂ×Ｃ÷１０００）－１５≦Ｄ≦（Ｂ×Ｃ÷１０００）…式（８）
　なお、本実施形態において、光透過性電極層６の厚さＣは、１０μｍ以上、１５０μｍ
以下とすることが好ましい。
【００８４】
　上記の各実施形態は、発明の趣旨が変わらない範囲で様々に変更して適用することがで
きる。
【実施例】
【００８５】
　［実施例１］
　実施例１は、上記の第１の実施形態に対応する。
【００８６】
　実施例１においては、マトリクス状にカラーフィルタが印刷されたカラー反射型表示装
置の作製方法について説明する。
【００８７】
　この実施例１では、マイクロカプセル型電気泳動方式を使った反射型表示装置が作製さ
れる。マイクロカプセル型電気泳動方式の表示装置は、透明溶媒が満たされたマイクロカ
プセル５の中に、正、負に帯電した白い粒子と黒い粒子とを入れ、外部電圧の印加によっ
てそれぞれの粒子を表示面に引き上げることにより、画像を形成する。マイクロカプセル
５のサイズは、径が数十μｍ～数百μｍと小さい。したがって、このマイクロカプセル５
を透明なバインダーに分散し、インクのようにコーティングを行うことができる。この電
子インクは、外部から電圧を印加することで画像を描くことができる。
【００８８】
　この電子インクが透明電極の形成されている透明樹脂膜にコーティングされる。電子イ
ンクのコーティングされた透明樹脂膜は、アクティブマトリクス駆動用の電極回路が形成
された基板に貼り合わされる。これにより、アクティブマトリクスディスプレイパネルが
形成される。通常、透明電極が形成されている透明樹脂膜に電子インクがコーティングさ
れている部品は、「前面板」と呼ばれる。アクティブマトリクス駆動用の電極回路が形成
された基板は、「背面板」と呼ばれる。透明樹脂膜としては、厚さ２５μｍのＰＥＴフィ
ルムが使用される。
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【００８９】
　実施例１において、パネルの大きさは、Ａ４サイズ、すなわち２１０ｍｍ×２９７ｍｍ
とする。電極パターン間隔は、２００μｍとする。カラーフィルタが形成されていないパ
ネルの白表示時の反射率は４６％とする。
【００９０】
　実施例１においては、前面板側にインク定着層８が形成される。このインク定着層８の
材料として、ウレタン系樹脂、トルエン、水、ＩＰＡ（イソプロピルアルコール）を混合
した材料が用いられる。インク定着層８は、ダイコータによって乾燥厚さ７μｍ～９μｍ
となるように塗布される。
【００９１】
　インクジェット塗布装置２０によってインク定着層８に格子状のパターンが印刷される
。印刷に用いられるインクは、顔料３％、合成樹脂２２％、シクロヘキサノン５％、ジエ
チレングリコールジメチルエーテル７０％を含むとする。
【００９２】
　着色画素間隔Ｄは、「０．５４×（透明樹脂膜厚さ２５μｍ＋インク定着層８μｍ）」
に基づいて、１８μｍと算出される。そこで、インクジェット法により、１個の液滴１０
ｐｌの吐出を９箇所に正方格子となるように、かつ、着色画素の大きさが「１９０μｍ×
１９０μｍ」となるように印刷が行われる。印刷は、異なるインク赤、緑、青がそれぞれ
電極パターンに合わせて行われる。
【００９３】
　カラーフィルタ層９が８０度で５分熱乾燥された後、保護膜１０がラミネートされ、カ
ラー反射型表示装置が作製される。これにより、反射率２５％、ＮＴＳＣ比７％となる高
効率なカラー反射型表示装置が得られる。
【００９４】
　［実施例２］
　実施例２は、上記の第２の実施形態の式（７）に対応する。
【００９５】
　実施例２では、パネル１１のサイズを、Ａ４サイズ（すなわち２１０ｍｍ×２９７ｍｍ
）以下とし、パネル１１と観察者との距離を５００ｍｍとし、他の条件を実施例１と同様
とする。
【００９６】
　この場合、着色画素間隔Ｄは、「パネル１１の長辺長さ２９７ｍｍ×（透明樹脂膜厚さ
２５μｍ＋インク定着層８μｍ）÷パネル１１と観察者との距離５００ｍｍ」に基づいて
、２０μｍと算出される。
【００９７】
　この実施例２のカラー反射型表示装置においては、光の使用効率が向上する。
【００９８】
　［実施例３］
　実施例３は、上記の第２の実施形態の式（８）に対応する。
【００９９】
　実施例３では、パネル１１のサイズを２８インチサイズ（すなわち３５０ｍｍ×６３０
ｍｍ）とする。パネル１１と観察者との距離を１０００ｍｍとする。透明樹脂膜７は、厚
さ３０μｍのＰＥＴフィルムとする。カラーフィルタを形成していないパネルの白表示時
の反射率を４５％とする。
【０１００】
　前面板側にインク定着層８が形成される。このインク定着層８の材料として、ウレタン
系樹脂、トルエン、水、ＩＰＡを混合した材料が用いられる。インク定着層８は、バーコ
ータによって乾燥厚さ７μｍ～９μｍとなるように塗布される。
【０１０１】
　インクジェット装置によってインク定着層８に格子状のパターンが印刷される。印刷に
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用いられるインクは、顔料２％、合成樹脂２３％、シクロヘキサノン５％、ジエチレング
リコールジメチルエーテル７０％を含む。
【０１０２】
　この場合、着色画素間隔Ｄは、「パネル１１の長辺長さ６３０ｍｍ×（透明樹脂膜厚さ
３０μｍ＋インク定着層８μｍ）÷パネル１１と観察者との距離１０００ｍｍ」に基づい
て、２４μｍと算出される。そこで、インクジェット法により、１個の液滴１４ｐｌの吐
出を９箇所に正方格子となるように、かつ、着色画素大きさが「２１８μｍ×２１８μｍ
」となるように印刷が行われる。印刷は、異なるインク赤、緑がそれぞれ電極パターンに
合わせて行われる。これにより、反射型表示装置の白表示の反射率を３０％とすることが
でき、さらに、赤、緑の表示が可能である。

【図１】

【図２】

【図３】
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